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The critical problems remaining for the study of the Quarternary tephrochronology of

Hokkaido in the 1980s were the lack of extensive marker tephras and of well-defined

chronological data beyond the range of C method. In the last ten years, these prob-

lems were partly solved for the Holocene and Late Pleistocene with the recognition of a

number of remarkable wide-spread tephra-layers including B-Tm (< 1 ka) , As0-4 (70

ka), Toya (90ka) and KHb (100ka). The finding ofAso-4 and Toya layers enabled to

correlate the tephrochronology of Hokkaido with that of Honshu and Kyushu.

Meanwhile, information on Early to Middle Pleistocene tephras is still insufficient for

establishing a comprehensive chrono-stratigraphy in most of Hokkaido, with the excep-

tion of the region around the Tokachi Plain.

The tephrostratigraphy in eastern Hokkaido is described in this paper in order to

summarize recent progress and to show the outline of Quaternary tephras in Hokkaido.

The stratigraphy of pyroclastic flow deposits from Akan and Kutcharo volcanoes, which

have the longest history of explosive activities in Hokkaido, has been revised and interre-

lated through stratigraphic revision and extensive application of microprobe techniques to

glass shards. Intervening air fall tephras with different petrographic characteristics from

tephras occurring in eastern Hokkaido are introduced as possible marker tephras of Early

to Middle Pleistocene age.

Chronological data for Middle Pleistocene tephras are still very few, but their stratig-

raphic positions in relation to major transgressions are revealed. Temporal and regional

variation of potassium content in glass shards and maffic mineral assembrage is examined

to give general ideas of source volcanoes and ages of unidentified tephra layers of Early to
Middle Pleistocene.

I.は　じ　め　に

北海道では1970年代までに蓄積されたテフロクロノ

ロジー研究の成果に加えて,最近10年間に広域指標テ

フラが相次いで兄いだされ,北海道のほぼ全域に本州・

九州に連続する統一的な時間面が与えられた.本論文で

は,その研究史を概観して1980年代の成果の意義を明

らかにしたうえで,北海道の中でも中期更新世以降のテ

フラ層序が西方からもたらされた広域テフラとともに良

好に保存されている北海道東部を模式地として,これま

でに明らかにされた北海道の第四紀テフロクロノロジー

の枠組みを記す.さらに,北海道東部の層序と比較する

かたちで北海道中央部・南西部の前・中期更新世テフラ

に関する資料を概観して,今後の課題を提起したい.

北海道東部のテフラ層序・海成段丘の区分と編年に

ついては,これまでに奥村(1985),奥村ほか(1985),

AraigJαJ. (1986), Okumura (1988)によってそのあ

らましが報告されてきたが,ここでは従来の成果をもと

に特に重要なテフラについて詳しく記載を行う.

1) 1990年12月23　受付1991年7月300受理. 1990年度日本第四紀学会大会シンポジウムにおいて詩風

2)地質調査所Geological Survey oりapan.
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II.研　究　史

1930年代の北海道では,農業の振興を目的とする土

性調査の-環としで陛界的にみても最も早い時期にテフ

ロクロノロジーの研究が行われた(浦上ほか, 1933,

1935, 1938).土壌学の立場からのテフラ研究が継続さ

れる一方で(たとえば,山田, 1958;瀬尾ほか,1963),

1950年代に北海道における第四紀研究の意義と示標層

としてのテフラの重要性が認識されると(港, 1955),

特に日高山脈に発達する氷河地形の時代対比を意識した

地形面編年の鍵層としてのテフラが注目されはじめた

(貝塚, 1956).ほぼ同時期に,火LLり也質の観点からのテ

フラの記載も着手され,屈斜路・摩周火山(勝井,

1955, 1962)や支第火山群(勝乱1958, 1959)で火山

活動史を解く一つの鍵としてのテフラ研究が進められ
T>-

1970年代初頭までに数多くのテフラ層が記載され,

北海道火山灰命名委員会(1972)によってその成果がと

りまとめられた.しかし,小林(1972)が当時の日本の

テフラ研究全般について指摘しているように,北海道に

おいてもテフラの対比は主に露頭で観察される肉眼的特

徴と粒度・層厚の変化にもとづいて行われており,細粒

火山灰や給源火山・模式地から遠く隔たった地点のテフ

ラの対比には一定の限界が存在した.

小野・平川(1974)は,重鉱物組成分布に加えて斑晶

鉱物の屈折率を指標として取り入れた同走法(新井,

1972)をいちはやく応用して,十勝平野に分布するテフ

ラの対比を行った.これ以後　1970年代後半から80

年代にかけて岩石記載的なテフラの特性把握とそれにも

とづく対比が進み,十勝平野(春日井ほか, 1978)と石

狩低地帯(春日井ほか, 1980;曽屋・佐藤, 1980)を中

心に,後期更新世～完新世のテフラ層序がほほ確立され

た(北海道火山灰命名委員会, 1979;佐々木編,

1982).

しかし1980年代初めまでの研究は,その多くが特定

の地域や火山(秤)を対象としていたため,北海道の広

い地域に共通する指標テフラ層が追跡されておらず,ま

た14C法以外の方法による絶対年代も欠如していた.

このため,約3万年前以前の堆積物の対比と編年には

確実な手がかりを欠くことも多かった.

姶良-丹沢火山灰の発見(町田・新井, 1976)によっ

て確立された広域火山灰の概念と細粒火山灰の岩石記載

的特性の厳密な把櫨にもとづく同定手法が,北海道のテ

フラに応用されたのは1980年代初めである(春日井ほ

か, 1980;町田ほか1981a).これを皮切りに1980年

Dec. 1991

代には,後期更新世・完新性の広域指標テフラが相次い

で兄いだされた(図1).これらのテフラの同定には,

従来の屈折率を主体とした手法に加えて,火山ガラスの

放射化分析(町田ほか, 1981b), X線マイクロアナラ

イザー分析(古田ほか, 1983),屈折率自動測定(横山

ほか, 1986), ICP発光分析(吉川ほか, 1989)などさ

まざまな新手法が取り入れられるようになった.

後期更新牡テフロクロノロジーの再検討は,海成段

丘の対比と編年の見直しを目的として,宮内・八木

(1984),奥村ほか(1984)によって着手された.東北地

方北部から北海道全域にわたる海成層とそれを被覆する

テフラ層の調査の結果,まず洞爺火砕流堆積物のco-

ignimbrite ash (Toya)が東北地方から北海道東部まで

の広い地域を覆い(町田ほか, 1984;奥村ほか,

1985),その噴出年代は約10万年前であることが明ら

かにされた(町田ほか, 1987).これと前後して支妨降

下軽石(Spfa)-l,阿蘇(Aso)-4火山灰,屈斜路-羽幌

火山灰(KHb)が北海道の広い範囲に分布することも

明らかとなった(図1:町田ほか, 1985;奥村ほか,

1985).なかでもToyaとAs0-4によって,はじめて北

海道のテフラ層序は本州と結び付けられた.

このように従来知られていなかった広域テフラが兄い

だされる一方で,既知のテフラの給源の特定(図1,

ZM:山蝶ほか, 1989)や再検討(図5, Kt-A, Kt-B:

山願, 1990;胆振団体研究会, 1990),あるいは詳細な

火山活動史を明らかにするための研究(屈斜路火山:隅

J, 1987;羊蹄火山:宇野, 1989)も進められている.

完新世については,大陸に起源をもつ白頭山一苫小牧

火山灰(B-Tm)が北海道南西部から東北地方北部(町

田ほか1981a),さらに北海道東部まで分布する(逮

藤ほか, 1988　ことが明らかにされた.また松前火山や

渡島駒ヶ岳火山起源のテフラが北海道東部まで分布し

て,従来そこに給源をもつとみられていたテフラに相当

することもわかってきた(図1:徳井, 1988;遠藤ほ

か, 1988).

中・後期更新世のテフロクロノロジーに関しては,十

勝平野(書乱1982;松井・松揮, 1985)から石狩山地

南部一西部(池田, 1982;池田・向山, 1983)にかけて

分布する大規模火砕流堆積物や,阿寒・屈斜路火砕流堆

積物(Okumura, 1988)の年代・層序について新しい

知見が得られたものの,上記地域以外でのテフラ層序や

降下テフラについての情報はごく限られたものでしかな

st
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hra reference for iso

K0-01　　,D. 1856　TOKUI (1988)

Ta-a A.D. 1739　ENDOefal.(1988)

Ko-02　　A.D. 1694　do.

BTm 0.8-0.9ka do.

Ta-c　　　　　　2-3ka do.

KSr ca31 ka ARAl etal. (1986)

Spfa-1　　ca32ka see text

ZM　　　　33-45 ka YAMAGATA eta/. (1989)

Aso-4　　　ca70 ka MACHIDA eta/. (1985)

Toya　　90-100 ka MACH旧A e′°/'. (1987)

KHb 100-110ka seetext

SHIKO TSU

TOYA O
ti.ノ/

…wm^m^mmm

TARUMAI

＼-、　,P
、・・ ㌔

Mombetsu

ISHIKARI M TS.

TOKA CHI

▲　voloano

KHb　　◆　As0-4(0-20cm)

20　thicknessincm

Ta-a

- KO-C9

KUTCHARO ◆　　◆

一一一一一9、一.

ヽ′

S　　　'

Fig. 1 Wide-spread tephra layers in Hokkaido

Isopachs without thickness indicate approximate limits.

Fig. 2　Distribution ofAkan and Kutcharo pyroclastic flow deposits in eastern Hokkaido

with localities of outcrops
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tephra loc. wt%　SiO2　TiO2　AI203 FeO MgOMnOCaO K2O Na2Ototal n

K0-0,, Ta-a, KO-c,, BTm, and Ta一c (see figure 1.)

Ma-f　1　　　70.49 0.61 13.51 3.18 0.87 0.08 3.64 0.63 3.68 96.71　6
Ma-g,h,i.i

ANP　2　　　　71.69 0.36 12.02 1.64 0.39 0.10 1.75 1.60 3.64 93.19 13

Toyozumi Pfa / Higashikayano Pfa

Yb　　　　　　　67.14　0.61

KPI c　　　　74.81 0.25

KSr　　　　　　　73.79 0.25

Spfa-1 e　　　74.51 0.17

Kpfa-2　j　　　73.02 0.14

Kpfa-3

13.55 3.19 1.03 0.16　3.86 0.49 3.85 93.87　4

ll.69 1.29　0.29 0.08 1.54 1.96 3.63 95.54　22

ll.58 1.31 0.29 0.08 1.56 1.85 3.37 94.09　20

ll.72 1.43 0.16 0.07 1.42 2.07 3.73 95.29　35

ll.60 1.36 0.16 0.06 1.37 2.03 3.44 93.17　31

KPIl/IIId71.880.31ll.601.500.290.061.491.593.8692.5620
As0-4e侶::言28霊]芸:書71.
31.3出雲呂:]昔013.
473.3は霊:芸霊1書SToya了享・i?L''JC'∴:昔昌鵠㌍三三黒薫≡与

Kpfa-5
KPIV d　　　　75.10 0.36 ll.59 1.49 0.29 0.08 1.41

KHb k　　　　73.56 0.37 ll.25 1.43 0.30 0.10

-Pink e　　　　73.95 0.33 ll.95 1.69 0.39 0.09

1.34

2.08

1.65　4.09　96.07　29

1.48　3.27 92.64　26

1.66　3.53　95.67　7
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125

1.26:±0.1 0

、 - .　　　1　　　、

、 、  ・  ・ ・

Ml transgression

KPV c　　　71.38 0.41 ll.91 1.75 0.39 0.07 1.78 1.57 4.09 93.35 19

AUP　　　　　72.70 0.34 ll.21 1.62 0.28 0.03 1.51 2.13 3.31 93.14　29

AWT b　　　72.40 0.41 12.42 3.14 0.32 0.09 1.96 2.39 3.75 96.88　26

ALP a　　　71.85 0.57 12.72 2,81 0.62 0.10 2.43 1.41 4.33 96.83 ll

^TT　　　　　　73.59 0.18 ll.10 0.86 0.16 0.03 0.99 3.73 2.66 93.30　33

KPVI c　　　72.01 0.31 ll.59 1.42 0.30 0.06 1.59 1.78 3.96 93.02 12

Kpfa-6
KP-7

KHr

/Mb-1

68.82 0.52 12.44 2.20 0.56 0.10 2.21 1.52 4.02 92.39 13

69.78 0.50 12.51 2.14 0.55 0.12 2.15 1.53 3.97 93.26　21

73.86 0.07 ll.79 0.61 0.05 0.04 0.53 3.83 3.28 94.07 12

H2 transgression

KP-8　g　　　73.33 0.28 ll.20 1.29 0.24 0.03 1.35 2.14 3.66

Mb-2　g　　　73.64 0.07 12.18 0.40 0.07 0.08 0.57 3.98 3.19

-Å　　　　　　73.03 0.37 ll.79 1.77 0.44 0.06 2.20 1.06 3.48
ノノ、、,、′、ミプ′只　、′㌍

Hl transgression

FWT

93.52

94.18

94.21

ll

30

25

Kuchoro Tephra Formation

-Kuchor0-2　4　72.91 0.09 ll.54 0.64 0.08 0.07 0.76 4.04 2.97 93,09　23

＼Kuchor0-3　4　72.59 0.07 ll.48 0.52 0.06 0.09 0.70 4.06 2.95 92.52 30

(TokachiPfl　5　74.54 0.06 ll.88 0.49 0.05 0.10 0.66 4.38 2.96 95.12 25)

巨尋ashfa‖巨∃pumicefa‖臣ヨ冒yroclastic

。wmwelded
tuff匿団marine
terrace
Fig.3GeneralizedcolumnarsectionofQuaternarytephrasineasternHokkaidowithaverage

majorelementcompositionofglassshardsofeachlayer

Localities(a」)areshowninFigures1and2.1:Teshikaga,2:Oputateshike,

TeshikagaTown,3:Yambetsu,KOshimizuTown,4:Osotsubetsu,ShibechaTown,5

:Goryo,FuranoCity.StratigraphyingeneralisadoptedfromKatsuiandSato
(1963),YamaguchiandSato(1966)andS∧toh(1968),andthepositionofANPis

afterSumita(1987).Otherreferencescitedandabbreviationsaredescribedinthe

text.StandarddeviationsareshowninOKUMURA(1988).
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III.北海道東部の第四紀テフラ層序

北海道東部では前期更新世以来現在まで,阿寒・屈斜

路カルデラ周辺で活発な火山活動が継続してきた.釧路

層群下部に含まれる大量の二次堆積テフラ(岡崎ほか,

1966)やクチョロ火山灰層(佐藤・垣見, 1967)は,前期

更新世の激しい火山活動の産物である.中期更新牡に活

動を開始した阿寒・屈斜路火山はそれぞれ3層(阿寒

下部火砕流堆積物/阿寒溶結凝灰岩/阿寒上部火砕流堆積

物:山口・佐藤, 1966), 10層(古梅洛結凝灰岩/屈斜

路火砕流堆積物VIII-Iおよび屈斜路岩荏流堆積物:

勝井・佐藤, 1963)の大規模火砕流と数多くの降下テフ

ラを噴出させた.ここでは基本的に従来の層序とテフラ

の名称を踏襲しながら,火砕流堆積物とそれに随伴する

顕著な降下テフラ,および最近兄いだされた外来の広域

示標テフラを中心に記載を行う.

図3に,総合柱状図と同定の指標とした各テフラ層

に含まれる火山ガラスの主成分組成を示した.図4は

TiO,-K,O含有量にもとづく各テフラ層の識別を示

す.総合柱状図に示した海進は,オホーツク海沿岸南部

でテフラとの関係が明らかになっている3つの海成段

丘面(奥村, 1985)に対応し,便宜的に層序区分の基準

として用いる.

各テフラ層の同定には,主にⅩ線マイクロアナライ

ザーで分析した火山ガラスの主成分組成を指標として用

い,岩相・層序,構成粒子の特徴,本質斑晶鉱物組成,

斑晶鉱物と火山ガラスの量比・屈折率(ARM etai,

1986),およびICP発光分析の結果(富川ほか, 1989)

とその結果が矛盾しないことを確認した.ここでは,主

成分組成以外の岩石記載は本論文で新たに記載したテフ

ラに限って行い,従来の記載を繰り返さない.火山ガラ

スの分析には東京大学海洋研究所および地質調査所の波

長分散型Ⅹ線マイクロアナライザーJCXA-733を用い

た.分析の手順・分析条件および分析値の再現性・信頼

性については,奥村(1991)に記した.紙数の制約によ

り,分析値の標準偏差を表示できなかったが,その多く

はOkumura (1988)に示されているので,参照して戴

きたい.

1.前期更新世-中期更新世のテフラ

根釧台地西部に分布するクチョロ火山灰層は,陸上堆

積した数十層の珪長質降下テフラ層・火砕流堆積物から

構成され,前期更新牡に釧路層群と同時期に堆積したと

みられている(佐藤・垣見, 1967).クチョロ火山灰層

と釧路層群に含まれるテフラの岩石記載的性質は,全般

に斑晶鉱物として輝石類を含み,含水鉱物を含まない点

0.5　wt%TiO2

Fig. 4　TiO2-K-20 diagram of glass shards of tephras

in Hokkaido

Lighter shade : Akan and Kutcharo Tephras,

Darker shade : tephras fi,om volcanoes m cen-

tral and soutrlwestern Hokkaido and tephras

originated outside Hokkaido (BTm and

Aso-4).

や火山ガラスの主成分組成(図4, Kuchoro, Higashi-

kushir。)で上位の屈斜路テフラと似通った性質をもっ

Bfsra

このクチョロ火山灰層上部に含まれる2層の角閃石

黒雲母流紋岩質火山灰は1.26±0.10Ma (宮田ほか

(1988)に引用された佐藤博之氏の未公表資料)のフイ

ッション・トラック年代が報告され,岩質からみて西方

に起源をもつ可能性が指摘されている(佐藤・垣見,

1967).オソツペソ(図2)で採取された資料は斑晶鉱

物・火山ガラスの主成分組成(図　3,図4=

Kuch。r。-2, 3)微量成分組成(吉川ほか, 1989)から

みて,十勝火砕流堆積物(池田・向山,1983; 1.4Ma:輿

水,1982)に酷似している.

釧路層群堆積期の前期更新世から中期更新世前半にか
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けての北海道東部のテフロクロノロジーに関する資料

は,今のところこれ以外に得られておらず,次に述べる

屈斜路火山の活動期までの間に大きなタイムギャップが

残されている.

2. Hl面形成期～H2両形成期のテフラ

網走周辺で海抜100m前後に旧汀線をもつH l段丘

面を覆って下位から網走火山灰(Ab:新称),紋別火山

灰-2 (Mb-2:新称)および屈斜路火砕流堆積物(以

下, KPと略す) Ⅷの3層のテフラが累重する(図5,

loc.g).

Abは厚さ約70cmの細粒火山灰で, Mb-2との間に

は2.5mの磯混じり砂・シルト層を挟む.細かく発泡

した透明な軽石型の火山ガラスに多少のバブルウォール

型火山ガラスをまじえ,斑晶鉱物は主に輝石類である.

Abの火山ガラスは阿寒・屈斜路火山起源のテフラに較

ベK20に乏しい(1.1wt%前後)点に特徴がある(図

3,図4).

Mb-2はKPⅧ直下にみられる細粒降下火山灰で,板

状を呈する軽石型の火山ガラスから構成され,バブルウ

ォール形の火山ガラスを少量含む.本質斑晶鉱物として

微量の角閃石を含んでおり,火山ガラスの主成分組成が

K20に富み(>Na,O) caO・TiO2・MgOに乏しい点

で,北海道東部起源のテフラよりも十勝火砕流堆積物を

はじめとする中央部起源のテフラに類似する(図3,図

4). Mb-2という名称は,紋別付近で兄いだされた紋別

火山灰11 (後述)の下位にあって共通の性質をもつこと

にちなむ.

KPⅧは, ioc.gとioc.c (図2,図5)以外では認め

られていないが,他の屈斜路火砕流堆積物に較べてやや

K20に富む点に特徴がある(図4).

3. H2面形成期～Ml面形成期のテフラ

常呂から紋別にかけて, H2両は断片的に分布する

M l面の上位にほぼ連続的に発達する旧汀線の海抜高

度20-30mの海成段丘である(奥村,1985). H2両構

成層はその最上部に紋別火山灰-1(Mb-l :新称)を含

み,屈斜路一幌岩火山灰(KPI-KHr:Okumura,

1988)以上のテフラに覆われる(図5).

Mb-1 :紋別南方の元紋別海岸では, H 2面を構成する

海成砂層最上部にバブルウォール型の火山ガラスからな

る厚さ10cmの黄褐色降下火山灰層が挟まれる.また,

その下位の厚さ約5mの砂層には多量の二次堆積軽石片

が含まれる・両者の火山ガラスの主成分組成は一致し,

ともにK20に富み(3.5-4wt%) FeO*, CaO,

Ti02, MgOに非常に乏しい(図3,図4).火山灰は

ほとんど無斑晶であるが,下位の軽石には角閃石の斑晶
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が含まれる.サロマ湖畔の幌岩(loc.f)常呂町の岐阜

台地では,海成砂層最上部に大量の二次堆積の軽石が含

まれ,元紋別の試料と一致する特徴をもつ.

これらのテフラは共通の岩石記載的特徴をもち, H2

面を形成した海進期に堆積したものであるが,堆積機構

や粒度・火山ガラスの形態は一定しておらず,複数の降

下テフラ層を一括してMb-1と呼ぶ.

KPw KHr:KPIはIoc.c (図2,図5)以外では

確認されていないが,火山ガラスはSiO,に乏しく,

Ti02, FeO*, MgO, CaOに富み,・屈斜路火砕流堆積

物の中ではユニークな主成分組成をもつ(図4).幌岩

(loc.f)の海成段丘成層の直上,および常呂町の岐阜台

地で海成層を覆う古砂丘の上位から兄いだされた降下火

山灰の火山ガラスは, KPIの火山ガラスと一致する形

態と主成分組成をもち, KPIに伴う降下火山灰とみら

れる.この火山灰を屈斜路一幌岩火山灰(KHr　と呼

ぶ.

幌岩(図4, loc.f)では, KHrの上位にKPⅥに類似

した降下火山灰と登栄床火山灰(TT:新称)が兄いだ

されている. TTはサロマ湖とオホーツク海を区切る砂

州状の半島を構成する砂層の上部から兄いだされた水中

堆積した細粒火山灰で,軽石型の火山ガラスを主体と

し,斑晶鉱物として斜方輝石・単斜輝石に加えて角閃石

を含む.また,火山ガラスの主成分組成(図3,図4)

は　K2Oに富みNa20に乏しい点に特徴がある.

Mb-1とは異なった火山ガラスの主成分組成をもつが,

K20に富み角閃石斑晶を含む点は北海道東部起源の他

のテフラにはない特徴である.

阿寒下部火砕流堆積物(ALP)阿寒洛結凝灰岩

(AWT)阿寒上部火砕流堆積物(AUP)の累重関係

は,阿寒カルデラ北方で明瞭であるが(山口・佐藤,

1966: loc.a),従来,屈斜路火砕流堆積物との関係が不

明であった.このうち, AUPが屈斜路火砕流堆積物の

模式地であるIoc.cにおいてKPVの直下に兄いだされ

た(図2,図5).

AUPがKPVとⅥの間に位置することは確実である

が, AWT, AUPの層位は直接明らかになっていない.

しかしIoc.a, bでは, AUP, AWT, ALPの間に顕著

な不整合は認められないのに対して, loc.cではAUP

と下位のKPⅥとの間に顕著な不整合が存在することか

ら, 3層の阿寒火砕流堆積物はKPⅥの堆積後比較的短

い期間に相次いで噴出・堆積したものと推定する.ま

た, loc.b, cでAWT-AUPの間にTTが挟在されな

いことから, TTの層位を一応ALPの下位においた

(図3).
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KPVはカルデラ北方から北見にかけて分布する非溶

結の火砕流堆積物で, KPVlとの間には土壌化の進んだ

風化火山灰土を挟み,その最上部にPink ashが挟まれ

る.

3. Ml面形成期以降のテフラ

M l面は構成層の直上にKPIV-KHb (奥村ほか,

1985)あるいはToya (町田ほか, 1987)を載せる梅成

段丘で,北海道のほぼ全域でこれらのテフラによる対比

が行われている(宮内ほか, 1984:奥村, 1985).

KPⅣは屈斜路火砕流の中で最も規模の大きい火砕

流で,カルデラを中心とした半径約70kmの範閲におお

むね20m以上の厚さで堆積している(図2).藤井・佐藤

(1963)はKPⅣ上位に屈斜路岩棒杭堆積物(KSfl)を

区別したが,両者は以下の根拠から同一の火砕流堆積物

であると判断し,一括してKPⅣとする.すなわち,局

斜路カルデラ周辺でKPⅣとKSflはともにKPvまた

はPink Ashの上位でKPfa-4, Kafa-5の下位の同一層

準に位置し,累重関係は認められない.区別の根拠の1

つであった両者の色調の違いは漸移的であり, 1つの露

頭では上位ほど,また全般的に東ほど暗色をおびる傾向

にある.根釧台地北部に分布する黒色の火砕流堆積物

(たとえば中標津洛結凝灰岩:松井ほか, 1967)ち, KP

Ⅳ本体と同じ形態と主成分組成をもつ火山ガラス粒子

から構成されている.

カルデラから西へ200km以上離れた日本海沿岸の羽

梶(図1,図5, loc.k)からKPⅣと一致する性質をも

つ細粒の降下火山灰が兄いだされた.構成粒子の形態・

色調,屈折率および主成分組成からみて両者は同一のテ'

フラとみられ,屈斜路一羽幌火山灰(KHb)と名づけ

られた(ARAI etal,1986).同じ降下火山灰は北海道東

部の全域,北海道中央部から石狩低地帯東緑(Aa fa-3 :

春El井ほか, 1980)まで分布し, (図1,図5, loc.i,

j, k, 1),屈斜路カルデラ起源の降下テフラとしては最

も広域に分布する. KPIVはその上下に厚い降下テフラ

層をともなっておらず, KHbは火砕流と同時に噴出し

たco-ignimbrite ashとみられる.

KPⅣとともにMl面を指示するToyaは東北地方

中部から北海道東部まで分布し(町田ほか, 1987),屈

斜路カルデラ周辺では, KPIVを覆う2-3層の赤褐色

降下軽石層(Kpfa-4, Kpfa-5:勝井・佐藤, 1963)上

位の風化火山灰土中に認められる(図5). Toyaの降下

年代は段丘堆積物との関係および0.13±0.03Maを示

すフイッション・トラック年代(奥村・寒川, 1984)を

もとに9-10万年前と推定される(町田ほか, 1987).

KPDおよびⅢ (勝井・佐藤, 1963)は,ごく短い休

Dec. 1991

止期をおいて噴出した火砕流ユニットとみられ, kpn/

Mとして一括される(奥村ほか, 1985). KPII/i

は主にカルデラ北側に分布してオホーツク海の沿岸まで

達しているが,根釧台地北部でも薄層の火砕流堆積物と

して認められる. Kpn/mの直下には10-15cmの厚

さのAs0-4が認められ,約7万年前のAs0-4の降下

(町田ほか, 1985)に引き続いて噴出したものとみられ

・'ォJ.

KPlは,カルデラ北側で斜里から北見にかけて広く

分布するほか,根室水道周辺にも点々と露出している

(図2).屈斜路一庶路火山灰(KSr)はKPIの噴出に

先立つフレアトプリニアン噴火による降下テフラで,カ

ルデラを中心とする円形に近い分布域をもつ(図1:

Arai el at.,- 1986).

KPI-KSrの下位に最大30cm程度の厚さの風化火山

灰土を挟んで, Spfa-1が認められる. Spfa-1は勝井

(1959)によって支第カルデラから十勝平野まで追跡さ

れていたが,その分布は渡島半島を除く北海道のほぼ全

域に及ぶことが明らかとなった(図1,図5:奥村ほ

か, 1985). Spfa-1の降下年代はI4C法によって約3.2

万年前,その上位のKPIの年代は約3.1万年前と報

告されている(佐藤, 1969).

KPI噴出の直後に噴出した止別軽石(佐藤, 1968,

図3,図4のYb)は,北海道東部のテフラの中でK20

に非常に乏しいテフラの最初のものである.同様の火山

ガラスは6-7千年前に噴出した摩周降下軽石」-gお

よび摩周r火砕流(勝井, 1962)にも共通する.屈斜路

カルデラ内から最後に噴出したアトサヌプリ火砕流

(ANP:勝井, 1962)は,それ以前の屈斜路火山起源の

テフラと共通する主成分組成をもつ(図3)が,層位は

止別軽石より上位の豊住軽石(佐藤, 1968)の上位にあ

る(隅3, 1987).

IV.　考　　察

1.テフラ層と高海水準期との関連および時代対比

Hl面形成期‥loc.gでの観察では, Hl面構成層と

KPⅧとの間には厚い火山灰土の堆積や長期間陸上で風

化を受けた痕跡は認められない.したがって, Hl面形

成後の比較的短い期間-別の高海水準期を含むような

長い時間が経過する以前-にAb, Mb-2およびKP

Ⅷが堆積したものと考え,これらを一括してHl面形

成期のテフラとみる. Ab, Mb-2とKPⅧ下位の古梅

火砕流堆積物(FWT)との前後関係は不明であるが,

KPⅧをHl面形成期のテフラとすると, Hl面形成期

はフイッション・トラック法で0.34±0.08Maという
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年代が報告されている(輿水・生島, 1989) FWTと同

時期かそれ以後と推定できる.

H2両形成期:幌岩(loc.f)の泥炭層の花粉分析か

らは, H2面構成層堆積後,現在よりも温暖な時期に

KHrが降下し,その後ゆるやかに寒冷化していく過程

でTTが降下したことが知られている(Sakaguchi

andOKUMURA, 1986).幌岩よりオホーツク海寄りの登

栄床で水中堆積のTTがみられることは, H2面を形

成した最高梅水準期から著しく海水準が低下しない時期

にTTがしたことを示し,花粉からの知見と調和的で

ある.このことから, Mb-IからTTにいたるテフラを

H2両が形成された高梅水準期に対比することができ

る.これらのテフラの年代を特定する資料は得られてい

/35J

M l面形成期:北海道中部・東部のほぼ全域で, KP

IV-KHbは海成段丘構成層あるいは海成層の直上ないし

薄い泥炭層または風化火山灰土を挟んだ上位に認められ

る.図5に掲げたMl面に関する柱状図は,釧路周辺

の釧路段丘と大楽毛層(h:岡崎ほか, 1966),十勝川河

口の十勝太田面(i:瀬川ほか, 1978),石狩低地帯東南

部の厚真層(j :馬迫団体研究会, 1983),日本海沿岸の

苫前面(k:阪口, 1959)およびオホーツク海沿岸北部

の第Ⅳ段丘(1:第四紀総研北海道グループ, 1969)の

KHbによる広域対比を示す.

KPIV-KHbは薄い陸成層を挟んでToyaに覆われ

る. Toyaの降下年代は約13万年前の最終間氷期の最

高海水準期から海水準が低下していく過程の9-10万

年前と推定されている(町田ほか, 1987).したがっ

て, KPW-KHbが約13万年前と9-10万年前との間

に堆積したことは確実である.この時期は酸素同位体サ

ブステージ5eから5b (Shackleton and Opdyke,

1973)にかけての時期であると考えられる.

KPW-KHbと下位の海成堆積物に挟まれる泥炭層の

花粉分析からは, KPIV-KHb降下以前にかなり寒冷化

が進んでいたことが知られている(馬追団体研究会,

1983 ; Sakaguchi and Okumura, 1986).また,五十

嵐(1986)は石狩低地帯東部でKPW-KHb下位の厚真

層の中に2回の温暖期が区別できることを指摘してお

り,仮にこの2回の温暖期がそれぞれ酸素同位体サブ

ステージの5Cと5Cに対比されるとすると, KPIV

-KHbの降下時期はサブステージ5Cから5bにかけて

の約10万年前前後に対比される可能性が高い.

2.前・中期更新世テフE]クロノロジーへの展望

北海道東部に分布する第四紀のテフラは,火山ガラ

スの主成分組成と斑晶鉱物の特徴から,次の4つの夕
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イブに区分することができる.それらは,摩周タイプ

(K20-0.6-0.7wt%), Abタイプ(K20-1wt%前

級),阿寒・屈斜路タイプ(K20-1.5-2.5wt%)およ

びMbタイプ(K2O>3.5wt%)の4つである(図

4).このうち, Mbタイプだけが通常角閃石または黒雲

母を含む.

北海道東部では阿寒・屈斜路タイプのテフラがほぼ更

新世を通じて噴出じたのに対して,摩周タイプのテフラ

は約3万年前頃以降に限って認められる.一方, Mb

タイプはH2面形成期以前, Abタイプの火山ガラスは

Hl面形成期に限って認められ,しかも類似したテフラ

を噴出させた火山は北海道東部には知られていない.こ

こでは,北海道の前・中期更新牡テフロクロノロジーを

探る手がかりとの第一歩として,今までに明らかになっ

た北海道中央部・南西部におけるAb, Mbタイプのテ

フラの出現について記す.

北海道中央部の石狩山地周辺に分布する鮮新世一中期

更新世の火砕流堆積物(沢村・秦, 1965;山口ほか,

1978;吉田, 1982;池田・向山, 1983などに記載)はお

おむねMbタイプのテフラと類似した火山ガラスの主

成分組成をもつ(図4, CentralHokkaido).このう

ち,十勝平野北部に分布する最も新期の珪長質火砕流は

上旭が丘火砕流堆積物と呼ばれ(山口ほか, 1978), 0.7

±0.4Maのフイッション・トラック年代値が報告され

ている(松井・松滞, 1985).

一方,北海道東部にMbタイプのテフラが出現する

のは, H2両を形成した高海水準期が最後であり,中期

更新世末期の20-30万年前頃と推定される. Mbタイ

プのテフラの給源が石狩山地周辺に求められることはほ

ぼ確実であるが,特に石狩山地北東部,常呂川一無加川

流域(図2)に分布する非溶結の火砕流堆積物(沢村・

秦, 1965)とMbおよび十勝平野北部の火砕流との関

係を明らかにする必要がある.

石狩低地帯東部では,岩見沢周辺に分布する茂世丑層

(佐々ほか, 1964)に含まれる水中堆積の火山灰がMb

タイプと一致した主成分組成をもつ.火山ガラスはよく

発泡した軽石型およびバブ)i,ウォール型で,大規模な珪

長質マグマの噴火にともなう火山灰とみられ,北海道中

央部の火山活動に関連したテフラである可能性が高い.

Abタイプの火砕流堆積物や厚い降下テフラは,北海

道中央部からは兄いだされておらず,給源火山はさらに

西方に存在したものとみられる.

Abに類似した降下火山灰は,北見西方の無加川流域

でMbタイプの火砕流堆積物の下位から兄いだされる

ほか,十勝平野南西部の光地園磯層(十勝団体研究会,
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1968)を覆う古赤色土の中からも兄いだされている(図

4, Kochien).また,石狩低地帯西部,野幌丘陵の下野

幌層(前期更新世:赤松ほか, 1981)からもAbタイプ

に類似したK20に乏しい火山ガラスから構成される火

山灰が兄いだされている. Abに類似した1wt%前後の

K20を含む火山ガラスは,後期更新世にはクッタラ火

山から噴出したテフラ(図4)や,給源が不明な厚真降

下火山灰1 (後期更新世初め:春日井ほか, 1980)があ

り,中期更新世の渡島半島東部の火山活動を知るてがか

りとなるかもしれない.

渡島半島では黒松内低地帯に分布する蕨岱層(山田ほ

か, 1980)上部の黄褐色降下軽石層が,フイッション・

トラック法によって0.40±0.08Maと推定されている

(矢野ほか, 1983).この降下軽石は,斜方輝石・角閃

石・単斜輝石を含み,発泡のよい軽石型の火山ガラスか

ら構成されている.黒松内低地帯北東方の目名で洞爺火

砕流堆積物下位の粘土層中から兄いだされた厚さ10cm

の降下軽石は,蕨岱層上部の降下軽石と類似した肉眼的

特徴をもつが,火山ガラスは3.7wt%のK20を含む.

この降下軽石は,火山ガラスの形態・主成分組成や斑晶

に乏しい点などからみて,大規模な珪長質マグマの活動

によって噴出したものとみられる.しかし,軽石の最大

粒径が1cm程度に達することから,北海道中央部起源

のテフラとは考えにくく,北海道南西部で中期更新牡に

Mbタイプのマグマの活動があった可能性を示唆する.

以上に記したように,北海道東部・中央部以外の地域

で現在までに得られた前・中期更新世テフラの資料は極

めて断片的であるが,第四紀を通じての環境変化・構造

運動の変遷あるいは火山活動の時間的・空間的変遷を明

らかにするためにも,今後の研究の進展が期待される.
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